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実 験 系吉畏 コクゾウ成虫を,ベt/ゾール浴液の蒸
発によってJiじた BHCの皮膜に48時間接触せしめ
た後の殺虫率を各日令I渋皮別に示すと那1表のよう
になる, 今考究SのCn'r上, 自然死亡率を ATlF)OTの
方式に従って祁Il:し,p-一T･qSが捉HItJた Prohit法
にJ:つて,各日令応に批成 一牧山串の関係を首線に変





















































































































防 虫 科 学 節 20懇-TY
Table6. 1nETIccsslOIVfng lhcv.lrht王onofnZtlkLhenn lVeeVils.orIHftcrcnt;lgCSinthe
susccptihHityhIltIC.
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(5) 平野千田 栢谷献二 :応用昆虫, 9, 111-114
(lrJ53) L
(6) 石合秀次 ･Fi崎率三郎 :防虫科学,･8,85二89
(1953)
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The lyeeVilswereused forthestudy with
mixedsexes.I
IfthesusceptibilitytoliHCofthisIVeeVilat






































Assay oflnsecticides･PXII Sumio･N C^!^S^､'^ (TakeiLaboratory･Institutefor
1955.(WithEngli;hresume. _136).
21..ヨトウガの幼虫の令期間における頭部の成長について 殺虫剤の生物試験用昆虫
の飼育にかんする諸間頓 第11報 長沢純夫 (京都大学化学研兜嘩 附 研究室)30･10･22受理
計トサガの幼虫を,一定の環境条件下<信体別に飼育し それらの物情を逐次測定Lた結果か-:
ら,令期間における成長の度合を.lJ､榎本統計b理論にもと:9･いて考轟!した｡･て･ i
･Ⅰ.緒 言
･ヨトウガ BaT:alhTabrassicoeL.の幼虫期におけ
る9Tl部の成長については,興味ある結果が,さきに三
川(8)および平田(6)によってまったく時をおなじくして
報告されナ土 すなわち,三田はひとつの飼育#三田から,
何日任意に20匹づつとり.lル てそれらの頭相を測定し,
その耕邪をもととして,成氏のf.R式を論じた,一方平
田は,1令からr'巾までは帆iE･;nを,6命は兜死個体
の朗部を材抑こしてそれらの洲 t絶 tLrJ'JkL,その統爪
を考黙している｡_Art捌よこのたび57は 化糊のそれにつ
いて.-,との印税卿Hlで ml本別脚沌 わとTJい,そ
れらの5'Mnを逐次測;i:する機会をもったが.･-Cのfl'tn!
をここにかかけて.おもに爺Jt那UのJLqLiの皮分別 ､tl'Jq
木統計の理論にもとづいてiSl黙し,あわせて先学~打の
胡缶との比較をおこなうこととする.
本文にはいる書手さきだち,この小実験をおこなうに
あた?て,いろいろと御助力いただいた紫四秒田子蛾
に拝謝の意を=-&する次邪である｡;
ⅠⅠ..測定材料および測定方法 .
こらでbu)i:をおこなった村柑よ,lt･76-･Lf.:'J月上付に
栽培地において採Llル た,耶'1化刑のひとつの即妙 こ
出発するもので,lJ月14口卿化のrlから,虻i径3.0cm,
才●古さ1.5cmのペ トリ⊥シャーレに1胴体づつい叫て,
F.1炊約25oC,関係配虻約8rJ%の環境条件下で,Lコマ
ツナ,を伽として飼育した.軌田のgtTl定は,,毎日,一定時
刻にオキユラーミクロメ.-タT'を装損した双眼田微銭
にJ:つて才占こなつた.tlおこの際に食餌依物は,新郎
1なものととりかえるようにした｡･ Er
】33
